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文
京
ア
カ
デ
ミ
ー

三
国
志

講
座

第
四
回

二
〇
一
六
年
三
月
九
日

講
師

加
藤

徹

大
辞
林

第
三
版
の
解
説

し
ょ
か
つ
り
ょ
う
【
諸
葛
亮
】

（181

～234

）

中
国
、
三
国
時
代
の
蜀
漢
（
し
よ
つ
か
ん
）
の
宰
相
。

字
（
あ
ざ
な
）
は
孔
明
。
劉
備
に
三
顧
の
礼
を
受
け
て
仕
え
た
と
伝
え
ら
れ
、
天
下
三
分
の
計
を
上
申
、

劉
備
の
蜀
漢
建
国
を
助
け
る
。
劉
備
死
後
、
子
の
劉
禅
を
補
佐
し
、
五
丈
原
で
魏
（
ぎ
）
軍
と
対
陣
中
死

去
。

→

出
師
（
す
い
し
）
の
表

大
辞
林

第
三
版
の
解
説

お
う
さ
【
王
佐
】

王
を
補
佐
す
る
こ
と
。

「
ー
の
才
」

大
辞
林

第
三
版
の
解
説

し
た
い
ふ
【
士
大
夫
】

①

中
国
で
、
士
と
大
夫
。
ま
た
、
科
挙
出
身
の
高
級
官
僚
。

→

卿
大
夫
士
（
け
い
た
い
ふ
し
）

②

高
い
官
職
に
あ
る
高
潔
の
人
。

大
辞
林

第
三
版
の
解
説

け
い
た
い
ふ
し
【
卿
大
夫
士
】

中
国
、
周
代
の
天
子
直
轄
地
に
お
け
る
臣
下
の
三
身
分
。
上
位
よ
り
卿

・
大
夫
・
士
。
ま
た
諸
侯
の
臣
下
に
は
大
夫
・
士
が
あ
り
、
特
に
上
大
夫
は
卿
と
称
さ
れ
た
。

大
辞
林

第
三
版
の
解
説

ふ
く
り
ょ
う
ほ
う
す
う
【
伏
竜
鳳
雛
】

〔
「
三
国
志
蜀
書
諸
葛
亮
伝
注
」
よ
り
。
三
国
時
代
、
司
馬
徽

が
蜀
の
諸
葛
孔
明
（
し
よ
か
つ
こ
う
め
い
）
を
伏
竜
に
た
と
え
、
龐
士
元
（
ほ
う
し
げ
ん
）
を
鳳
凰
の
雛

（
ひ
な
）
に
た
と
え
た
こ
と
か
ら
〕

ま
だ
世
に
知
ら
れ
て
い
な
い
大
人
物
と
有
能
な
若
者
の
た
と
え
。

臥
竜
（
が
り
よ
う
）
鳳
雛
。

大
辞
林

第
三
版
の
解
説

さ
ん
こ
【
三
顧
】

〔
諸
葛
亮
「
前
出
師
表
」
よ
り
。
蜀
（
し
よ
く
）
の
劉
備
（
り
ゆ
う
び
）
が
諸
葛
亮

を
軍
師
に
迎
え
よ
う
と
し
て
、
そ
の
庵
（
い
お
り
）
を
三
度
訪
れ
た
故
事
に
よ
る
〕

人
に
仕
事
を
頼
む

の
に
、
何
度
も
訪
問
し
て
礼
を
尽
く
す
こ
と
。

「
ー
を
尽
く
す
」

大
辞
林

第
三
版
の
解
説

す
い
ぎ
ょ
の
ま
じ
わ
り
【
水
魚
の
交
わ
り
】

〔
三
国
志

蜀
書
諸
葛
亮
伝
〕

離
れ
が
た
い
非
常
に
親

密
な
交
際
の
た
と
え
。
水
魚
の
親
。
水
魚
の
思
い
。

デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
の
解
説

し
ょ
く
‐
か
ん
【
蜀
漢
】
→

し
ょ
っ
か
ん
（
蜀
漢
）

し
ょ
っ
‐
か
ん
〔
シ
ヨ
ク
‐
〕【
蜀
漢
】

中
国
、
三
国
の
一
。
正
式
の
国
号
は
漢
。
後
漢
滅
亡
後
の221

年
、蜀
（
四
川
）
地
方
を
中
心
に
漢
の
景
帝
の
後
裔(

こ
う
え
い)

で
あ
る
劉
備
が
建
て
た
国
。
都
は
成
都
。263

年
、
魏(

ぎ)

に
滅
ぼ
さ
れ
た
。
蜀
。

大
辞
林

第
三
版
の
解
説

す
い
し
の
ひ
ょ
う
【
出
師
の
表
】

中
国
、
蜀
（
し
よ
く
）
の
丞
相
諸
葛
亮
（
し
よ
か
つ
り
よ
う
）
（
孔

明
）
が227

年
出
陣
に
際
し
、
後
主
劉
禅
（
り
ゆ
う
ぜ
ん
）
に
奉
じ
た
上
表
文
。
先
主
劉
備
の
遺
徳
を
高

め
る
よ
う
に
説
い
た
も
の
で
、
誠
忠
の
情
あ
ふ
れ
た
名
文
と
し
て
有
名
。
ほ
か
に
「
後
出
師
の
表
」（228

年
）
が
あ
る
。

大
辞
林

第
三
版
の
解
説

き
き
ゅ
う
そ
ん
ぼ
う
【
危
急
存
亡
】

危
機
が
迫
っ
て
、
生
き
残
る
か
滅
び
る
か
と
い
う
重
大
な
瀬
戸
際

（
せ
と
ぎ
わ
）
。

「
ー
の
秋
（
と
き
）
」

〔
諸
葛
亮
「
前
出
師
表
」
よ
り
。
「
き
き
ゅ
う
ぞ
ん
ぼ
う
」
と

も
〕

大
辞
林

第
三
版
の
解
説

し
ち
し
ょ
う
し
ち
き
ん
【
七
縦
七
擒
】

諸
葛
孔
明
が
敵
将
孟
獲
を
七
度
擒
（
と
り
こ
）
に
し
七
度
縦
（
は

な
）
っ
た
故
事
を
い
う
語
。
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デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉

し
ょ
く
‐
の
‐
さ
ん
ど
う
〔
‐
サ
ン
ダ
ウ
〕
【
蜀
の
桟
道
】

中
国
四
川
省
北
部
、
剣
閣
か
ら
北
へ
、
陝

西(

せ
ん
せ
い)

省
の
南
部
に
通
じ
る
険
し
い
道
。
蜀
と
長
安
を
結
ぶ
交
通
の
難
所
と
し
て
知
ら
れ
た
。

大
辞
林

第
三
版
の
解
説

も
く
ぎ
ゅ
う
り
ゅ
う
ば
【
木
牛
流
馬
】

中
国
、
蜀
の
諸
葛
孔
明
が
創
案
し
た
と
い
わ
れ
る
兵
糧
運
搬
用

の
車
。
牛
馬
に
か
た
ど
り
、
機
械
仕
掛
け
で
運
行
す
る
。
ぼ
く
ぎ
ゅ
う
り
ゅ
う
ば
。

デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
の
解
説

し
ょ
か
つ
‐
さ
い
【
諸
葛
菜
】
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
一
年
草
。
高
さ30

～60

セ
ン
チ
。
根
は
白
く
ま
っ
す
ぐ

伸
び
、
葉
は
ダ
イ
コ
ン
に
似
る
。3

～5

月
、
藤
色
の4

弁
花
を
総
状
に
つ
け
る
。
中
国
の
原
産
で
江
戸

時
代
に
渡
来
。
む
ら
さ
き
は
な
な
。
は
な
だ
い
こ
ん
。《
季

春
》「
足
元
に
と
も
る
む
ら
さ
き
―
／
時
彦
」

デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
の
解
説

泣(

な)

い
て
馬
謖(

ば
し
ょ
く)

を
斬(
き)
る

《
中
国
の
三
国
時
代
、
蜀(

し
ょ
く)

の
諸
葛
孔
明(

し
ょ

か
つ
こ
う
め
い)

は
日
ご
ろ
重
用
し
て
い
た
臣
下
の
馬
謖
が
命
に
従
わ
ず
魏
に
大
敗
し
た
た
め
に
、
泣
い

て
斬
罪
に
処
し
た
と
い
う
「
蜀
志
」
馬
謖
伝
の
故
事
か
ら
》
規
律
を
保
つ
た
め
に
は
、
た
と
え
愛
す
る
者

で
あ
っ
て
も
、
違
反
者
は
厳
し
く
処
分
す
る
こ
と
の
た
と
え
。

デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
の
解
説

将
星(

し
ょ
う
せ
い)

隕(

お)

つ

《
蜀(

し
ょ
く)

の
諸
葛
孔
明(

し
ょ
か
つ
こ
う
め
い)

が
五
丈
原
で
死
ん

だ
と
き
、
大
星
が
陣
中
に
落
ち
た
と
い
う
「
蜀
書
」
諸
葛
亮
伝
の
故
事
か
ら
》
将
軍
が
陣
中
で
死
ぬ
。
英

雄
・
偉
人
が
死
ぬ
。

デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
の
解
説

死(

し)

せ
る
孔
明(

こ
う
め
い)

生
け
る
仲
達(

ち
ゅ
う
た
つ)

を
走
ら
す

《
「
蜀
志
」
諸
葛
亮
伝
・
注
か

ら
》
中
国
の
三
国
時
代
、
蜀(

し
ょ
く)

の
諸
葛
孔
明(

し
ょ
か
つ
こ
う
め
い)
が
魏
の
司
馬
仲
達
と
五
丈
原

で
対
陣
中
に
病
死
し
た
た
め
、
軍
を
ま
と
め
て
帰
ろ
う
と
し
た
蜀
軍
を
仲
達
は
た
だ
ち
に
追
撃
し
た
が
、

蜀
軍
は
孔
明
の
遺
命
に
基
づ
い
て
反
撃
の
構
え
を
示
し
た
た
め
、
仲
達
は
孔
明
が
ま
だ
死
ん
で
お
ら
ず
、

何
か
策
略
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
勘
ぐ
り
退
却
し
た
と
い
う
故
事
。
生
前
の
威
光
が
死
後
も
残
っ
て
お
り
、

人
々
を
畏
怖
さ
せ
る
た
と
え
。

大
辞
林

第
三
版
の
解
説

し
ば
い
【
司
馬
懿
】

（179

～251

）

中
国
三
国
時
代
、
魏
（
ぎ
）
の
将
軍
・
政
治
家
。
字
（
あ
ざ
な
）

は
仲
達
（
ち
ゆ
う
た
つ
）
。
蜀
の
諸
葛
亮
の
北
征
を
五
丈
原
に
し
り
ぞ
け
、
の
ち
魏
の
実
権
を
掌
握
。
孫

の
司
馬
炎
（
西
晋
の
武
帝
）
か
ら
宣
帝
と
諡
（
お
く
り
な
）
さ
れ
た
。

デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
の
解
説

ち
ん
‐
じ
ゅ
【
陳
寿
】

［233

～297

］
中
国
、
西
晋
の
歴
史
家
。
安
漢
（
四
川
省
）
の
人
。
字(

あ
ざ

な)

は
承
祚
。
蜀(

し
ょ
く)

に
仕
え
、
蜀
の
滅
亡
後
は
晋
の
張
華
に
認
め
ら
れ
て
著
作
郎
と
な
り
、
「
三

国
志
」
を
編
集
し
た
。

吉
川
英
治
『
三
国
志
』
篇
外
余
録
よ
り
引
用

頼
山
陽
の
題
詩
「
仲
達
、
武
侯
の
営
址
を
観
み
る
図
に
題
す
」
に
、
山
陽
は
こ
う
い
っ
て
い
る
。

―
―
公
論
ハ
敵
讐
ヨ
リ
出
ヅ
ル
ニ
如
カ
ズ
、
と
。

至
言
で
あ
る
。
山
陽
は
、
仲
達
が
蜀
軍
退
却
の
跡
に
立
っ
て
、

「
彼
は
ま
さ
に
天
下
の
奇
才
だ
」

と
、
激
賞
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
、
そ
の
こ
と
ば
を
さ
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
、
孔
明

を
論
じ
、
孔
明
を
是
々
非
々
し
て
み
る
必
要
は
な
い
じ
ゃ
な
い
か
―
―
と
世
の
理
論
好
き
に
一
句
止(

と

ど)

め
を
さ
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
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だ
が
、
こ
こ
で
も
う
一
言
、
私
見
を
ゆ
る
し
て
も
ら
え
る
な
ら
、
私
は
や
は
り
こ
う
云
い
た
い
。
仲
達

は
天
下
の
奇
才
だ
、
と
い
っ
た
が
、
私
は
、
偉
大
な
る
平
凡
人
と
称(

た
た)

え
た
い
の
で
あ
る
。
孔
明
ほ

ど
正
直
な
人
は
少
な
い
。
律
義
実
直
で
あ
る
。
決
し
て
、
孔
子
孟
子
の
よ
う
な
聖
賢
の
円
満
人
で
も
な
け

れ
ば
、
奇
矯
な
る
快
男
児
で
も
な
い
。
た
だ
そ
の
平
凡
が
世
に
多
い
平
凡
と
ち
が
っ
て
非
常
に
大
き
い
の

で
あ
る
。

彼
が
、
軍
を
移
駐
し
て
、
あ
る
地
点
か
ら
あ
る
地
点
へ
移
動
す
る
と
、
か
な
ら
ず
兵
舎
の
構
築
と
と
も

に
、
附
近
の
空
閑
地
に
蕪(
か
ぶ)

（
蔓
菁(

ま
ん
せ
い)

と
も
よ
ぶ
）
の
種
を
蒔(

ま)

か
せ
た
と
い
う
こ
と

だ
。
こ
の
蕪
は
、
春
夏
秋
冬
、
い
つ
で
も
成
育
す
る
し
、
土
壌(

ど
じ
ょ
う)

を
え
ら
ば
な
い
特
質
も
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
根
か
ら
茎(

く
き)
や
葉
ま
で
生(

な
ま)

で
も
煮
て
も
喰
べ
ら
れ
る
と
い
う
利
便
が
あ
る
の

で
、
兵
の
軍
糧
副
食
物
と
し
て
は
絶
好
の
物
だ
っ
た
ら
し
い
。

こ
う
い
う
細
か
い
点
に
も
気
の
つ
く
よ
う
な
人
は
、
い
わ
ゆ
る
豪
快
英
偉
な
人
物
の
頭
脳
で
は
求
め
ら

れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
正
直
律
義
な
人
に
し
て
初
め
て
思
い
い
た
る
所
で
あ
る
。
と
か
く
青
い
物
の

栄
養
に
欠
け
が
ち
な
陣
中
食
に
、
こ
の
蕪(

か
ぶ)
は
ず
い
ぶ
ん
大
き
な
戦
力
と
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

戦
陣
を
進
め
る
場
合
も
、
そ
の
ま
ま
、
捨
て
て
行
っ
て
惜
し
気
も
な
い
し
、
ま
た
次
の
大
地
で
す
ぐ
採
取

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
、
こ
の
蔓
菁(

ま
ん
せ
い)

の
播
植(

は
し
ょ
く)

は
、
諸
所
の
地
方
民
の
日
常
食

に
も
分
布
さ
れ
て
、
今
も
蜀
の
江
陵
地
方
の
民
衆
の
あ
い
だ
で
は
、
こ
の
蕪
の
こ
と
を
「
諸
葛
菜(

し
ょ

か
つ
さ
い)

」
と
よ
ん
で
愛
食
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。(

引
用
終
わ
り)

土
井
晩
翠
『
天
地
有
情
』「
星
落
秋
風
五
丈
原
」

祁
山
悲
秋
の
風
更
け
て
／
陣
雲
暗
し
五
丈
原
／

零
露
の
文
は
繁
く
し
て
／
草
枯
れ
馬
は
肥
ゆ
れ
ど
も
／

蜀
軍
の
旗
光
無
く
／
鼓
角
の
音
も
今
し
づ
か
。

…
（
略
）
…

草
廬
に
あ
り
て
龍
と
臥
し
／
四
海
に
出

で
ゝ
龍
と
飛
ぶ
／
千
載
の
末
今
も
尚
／
名
は
か
ん
ば
し
き
諸
葛
亮
。

http://w
w

w
.aozora.gr.jp/cards/001081/files/42233_38066.htm

l

(

『
山
陽
遺
稿
』
詩
五/

巻
四
、
出
版
者
・
山
本
重
助
、
明
治
十
二
年
刊)

題
司
馬
仲
達
観
武
侯
営
址
図

死
諸
葛

生
仲
達

吾
能
料
生
不
料
死

此
語
大
痴
乃
小
黠

却
有
天
下
奇
才
目

足
見
姦
雄
心
真
服

寿
曰
管
簫
流

甫
曰
伊
呂
儔

後
儒
賛
頌
雷
同
耳

不
若
公
論
出
敵
讐

司
馬

仲

達
、
武
侯
の
営
址
を
観
る
図
に
題
す

し

ば

ち
ゅ
う
た
つ

ぶ

こ
う

え

い

し

み

ず

だ
い

死
せ
る
諸
葛
、
生
け
る
仲

達
。「
吾
、
能
く
生
を
料
る
も
死
を
料
ら
ず
」
。
此
の
語
、
大
痴
な
れ
ど
も

乃

し

し
ょ
か
つ

い

ち
ゅ
う
た
つ

わ
れ

よ

せ
い

は
か

し

は
か

こ

ご

た
い

ち

す
な
は

ち
小

黠
な
り
。
却
っ
て
天
下
の
奇
才
の
目
有
り
。
姦
雄
の

心

、
真

に
服
す
る
を
見
る
に
足
る
。
寿
は
曰

し
ょ
う
か
つ

か
へ

て
ん

か

き

さ
い

も
く

あ

か
ん
ゆ
う

こ
こ
ろ

ま
こ
と

ふ
く

み

た

じ
ゅ

い
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ふ
、
管

簫

の

流

と
。
甫
は
曰
ふ
、
伊
呂
の

儔

と
。
後
儒
の
賛

頌

は
雷
同
な
る
の
み
。
若
か
ず
、
公
論

か
ん
し
ょ
う

り
ゅ
う

ほ

い

い

り
ょ

と
も
が
ら

こ
う
じ
ゅ

さ
ん
し
ょ
う

ら
い
ど
う

し

こ
う
ろ
ん

の
敵

讐
よ
り
出
づ
る
に
。

て
き
し
ゅ
う

い

頼
山
陽
、
文
政
十
二
年(

１
８
２
９)

の
作

[

注]

大
痴
乃
小
黠=
「
小
黠
大
痴
」(

こ
ざ
か
し
く
ふ
る
ま
う
が
実
は
と
て
も
愚
か
で
あ
る)

の
逆
。

寿
曰
＝
正
史
『
三
国
志
』
の
陳
寿
の
評
「
可
謂
識
治
之
良
才
、
管
蕭
之
亞
匹
矣
」。

甫
曰
＝
杜
甫
の
詩
「
詠
懐
古
跡
」
に
「
伯
仲
之
間
見
伊
呂
」(

殷
の
伊
尹
、
周
の
呂
尚
と
伯
仲
し
て
い
る)

[

大
意]

司
馬
懿
が
諸
葛
孔
明
の
陣
営
の
あ
と
を
見
る
様
子
を
描
い
た
絵
図
に
書
き
つ
け
た
漢
詩
。

死
せ
る
諸
葛
孔
明
、
生
け
る
司
馬
仲
達
を
走
ら
す
。
五
丈
原
の
最
後
の
戦
い
の
後
、
司
馬
懿
こ
と
司
馬

仲
達
は
「
私
は
、
生
き
て
い
る
者
の
考
え
は
わ
か
る
が
、
死
ん
だ
者
の
考
え
は
わ
か
ら
な
い
」
と
、
悔
し

ま
ぎ
れ
の
言
い
訳
を
述
べ
た
。
こ
の
言
葉
は
、
愚
か
な
中
に
も
少
し
機
知
を
感
じ
る
。
ま
た
司
馬
懿
は
、

撤
退
し
た
蜀
軍
の
陣
営
の
あ
と
を
見
て
、
孔
明
の
才
能
に
瞠
目
し
「
天
下
の
奇
才
な
り
」
と
評
し
た
。
奸

智
に
た
け
た
英
雄
で
あ
る
司
馬
懿
が
、
本
当
に
孔
明
に
心
服
し
た
こ
と
が
、
わ
か
る
。

後
世
の
知
識
人
の
孔
明
評
は
、
ど
れ
も
陳
腐
だ
。
歴
史
家
で
あ
る
陳
寿
は
、
孔
明
を
い
に
し
え
の
管
仲

や
蕭
何
に
な
ぞ
ら
え
て
高
く
評
価
し
た
。
大
詩
人
で
あ
る
杜
甫
は
、
孔
明
を
伊
尹
や
呂
尚
に
匹
敵
す
る
と

賞
賛
し
た
。
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
、
結
局
は
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
評
価
に
す
ぎ
な
い
。
孔
明
を
相
手
に
戦
っ

た
司
馬
懿
に
よ
る
孔
明
評
に
は
、
及
ば
な
い
。

敵
と
し
て
戦
っ
た
ラ
イ
バ
ル
か
ら
出
た
評
価
が
、
い
ち
ば
ん
公
平
だ
。

[

評]

血
戦
の
相
手
か
ら
の
「
逆
感
状
」
は
、
凡
百
の
批
評
よ
り
重
み
が
あ
る
。

江
戸
の
川
柳
『
誹
風
柳
多
留
全
集
』『
誹
風
柳
多
留
捨
遺
』

http://w
w

w
.ic.daito.ac.jp/~oukodou/tyosaku/nanjyaina.htm

l

よ
り

ど
れ
程
な
事
か
孔
明
首
を
ま
げ
（
１
３
篇
）

三
つ
山
で
ご
承
知
な
ら
と
諸
葛
亮
（
１
８
篇
）

今
日
も
ま
た
留
守
で
ご
ざ
る
と
諸
葛
亮
（
２
６
篇
）

孔
明
が
さ
そ
う
ひ
ょ
う
た
ん
雨
に
濡
れ
（
３
８
篇
）

萬
卒
を
孔
明
羽
根
で
た
た
む
な
り
（
４
３
篇
）

松
風
を
く
ら
っ
て
司
馬
懿
引
き
返
し
（
４
６
篇
）

鼎
足
を
一
本
へ
し
折
る
五
丈
原
（
６
１
篇
）

孔
明
が
死
ん
で
夜
講
の
入
り
が
落
ち
（
６
４
篇
）

燈
明
が
消
え
た
で
蜀
が
闇
に
な
り
（
７
７
篇
）

蜀
将
に
孔
明
さ
ん
は
妙
に
き
き
（
１
１
９
篇
）

孔
明
が
木
馬
仲
達
う
ま
く
乘
り
（
１
２
４
篇
）

さ
あ
琴
だ
孔
明
何
か
弾
い
て
い
る
（
１
２
６
篇
）

孔
明
も
三
会
目
か
ら
帯
を
と
き
（
捨
４
篇
）

【
劉
備
、
蜀
で
即
位
】
十
八
史
略

昭
烈
皇
帝
諱
備
、
字
玄
徳
、
漢
景
帝
子
中
山
靖
王
勝
之
後
。
有
大
志
。
少
言
語
、
喜
怒
不
形
。
身
長
七

尺
五
寸
。
垂
手
下
膝
、
顧
自
見
其
耳
。
蜀
中
伝
言
、
曹
丕
簒
立
、
帝
已
遇
害
。
於
是
漢
中
王
、
発
喪
制
服
、

諡
曰
孝
愍
皇
帝
。
夏
四
月
、
即
帝
位
於
武
擔
之
南
、
大
赦
、
改
元
章
武
。
以
諸
葛
亮
為
丞
相
、
許
靖
為
司

徒
。
立
宗
廟
、
袷
祭
高
皇
帝
以
下
。
立
夫
人
呉
氏
為
皇
后
、
子
禅
為
皇
太
子
。

昭
烈
皇
帝
、
諱(

い
み
な)

は
備
、
字(

あ
ざ
な)

は
玄
徳
。
漢
の
景
帝
の
子
の
中
山
靖
王
勝
の
後(

の
ち)

な
り
。
大
志
有
り
。
言
語
少
な
く
、
喜
怒
形(

あ
ら)

は
さ
ず
。
身
の
長(

た
け)

七
尺
五
寸
。
手
を
垂
る
れ

ば
膝
よ
り
下
り
、
顧
み
れ
ば
自
ら
其
の
耳
を
見
る
。
蜀
中
伝
へ
て
言
ふ
「
曹
丕
簒
立(

さ
ん
り
つ)

し
て
帝

已
に
害
に
遇
へ
り
」
と
。
是(

こ
こ)

に
於
て
漢
中
王
、
喪
を
発
し
服
を
制
し
、
諡(

お
く
り
な)

し
て
孝
愍

皇
帝(

こ
う
び
ん
こ
う
て
い)

と
曰
ふ
。
夏
四
月
、
帝
位
に
武
担
の
南
に
於
て
即
き
、
大
赦
し
て
章
武
と
改
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元
す
。
諸
葛
亮
を
以
て
丞
相
と
為
し
、
許
靖(

き
ょ
せ
い)

を
司
徒
と
為
す
。
宗
廟
を
立
て
、
高
皇
帝
以
下

を
袷
祭(

こ
う
さ
い)

す
。
夫
人
の
呉
氏
を
立
て
て
皇
后
と
為
し
、
子
の
禅
を
皇
太
子
と
為
す
。

【
君
、
み
ず
か
ら
取
る
べ
し
】
十
八
史
略

昭
烈
臨
終
謂
亮
曰
、
君
才
十
倍
曹
丕
。
必
能
安
国
家
、
終
定
大
事
。
嗣
子
可
輔
輔
之
。
如
其
不
可
、
君

可
自
取
。
亮
涕
泣
曰
、
臣
敢
不
竭
股
肱
之
力
、
效
忠
貞
之
節
、
継
之
以
死
。

昭
烈
、
終
り
に
臨
ん
で
亮
に
謂
ひ
て
曰
く
「
君
の
才
は
曹
丕
に
十
倍
せ
り
。
必
ず
能
く
国
家
を
安
ん
じ
、

終(

つ
ひ)

に
大
事
を
定
め
ん
。
嗣
子
、
輔
く
可
く
ん
ば
之
を
輔
け
よ
。
如(

も)

し
其
れ
不
可
な
ら
ば
、
君
、

自
ら
取
る
可
し
」
と
。
亮
、
涕
泣(

て
い
き
ゅ
う)

し
て
曰
く
「
臣
、
敢
て
、
股
肱(

こ
こ
う)

の
力
を
竭(

つ

く)

し
て
忠
貞
の
節
を
效(

い
た)
し
、
之
に
継
ぐ
に
死
を
以
て
せ
ざ
ら
ん
や
」
と
。

【
七
縦
七
禽
】
十
八
史
略

南
夷
畔
漢
。
丞
相
亮
往
平
之
。
有
孟
獲
者
。
素
為
夷
漢
所
服
。
亮
生
致
獲
、
使
観
営
陣
、
縦
使
更
戦
。

七
縦
七
禽
、
猶
遺
獲
。
獲
不
去
曰
、
公
天
威
也
。
南
人
不
復
反
矣
。

南
夷
、
漢
に
畔(

そ
む)

く
。
丞
相
亮
、
往(

ゆ)
き
て
之
を
平
ら
ぐ
。
孟
獲
な
る
者
有
り
。
素
よ
り
夷
・

漢
の
服
す
る
所
と
為
る
。
亮
、
獲
を
生
致(

せ
い
ち)

し
、
営
陣
を
観(

み)

し
め
、
縦(

ゆ
る)

し
て
更
に
戦

は
し
む
。
七
縦
七
禽(

し
ち
し
ょ
う
し
ち
き
ん)

、
猶
ほ
獲
を
遣(

や)

る
。
獲
、
去
ら
ず
し
て
曰
く
「
公
は

天
威
な
り
。
南
人
復
た
反
せ
ず
」
と
。

【
出
師
の
表
】
十
八
史
略

漢
丞
相
亮
、
率
諸
軍
北
伐
魏
。
臨
発
上
疏
曰
、
今
天
下
参
分
、
益
州
疲
弊
。
此
危
急
存
亡
之
秋
也
。
宜

開
張
聖
聴
、
不
宜
塞
忠
諌
之
路
。
宮
中
・
府
中
、
倶
為
一
体
。
陟
罰
臧
否
、
不
宜
異
同
。
若
有
作
姦
犯
科

及
忠
善
者
、
宜
付
有
司
論
其
刑
賞
、
以
昭
平
明
之
治
。
親
賢
臣
遠
小
人
、
此
先
漢
所
以
興
隆
也
。
親
小
人

遠
賢
臣
、
此
後
漢
所
以
傾
頽
也
。
臣
本
布
衣
、
躬
畊
南
陽
、
苟
全
性
命
於
乱
世
、
不
求
聞
達
於
諸
侯
。
先

帝
不
以
臣
卑
鄙
、
猥
自
枉
屈
、
参
顧
臣
於
草
廬
之
中
、
諮
臣
以
当
世
之
事
。
由
是
感
激
、
許
先
帝
以
駆
馳
。

先
帝
知
臣
謹
慎
、
臨
崩
、
寄
以
大
事
。
受
命
以
来
、
夙
夜
憂
懼
、
恐
付
託
不
效
、
以
傷
先
帝
之
明
。
故
五

月
渡
瀘
、
深
入
不
毛
。
今
南
方
已
定
、
兵
甲
已
足
。
当
奨
率
参
軍
、
北
定
中
原
。
興
復
漢
室
、
還
于
旧
都
、

此
臣
所
以
報
先
帝
而
忠
陛
下
之
職
分
也
。
遂
屯
漢
中
。

漢
の
丞
相
・
亮
、
諸
軍
を
率
ゐ
て
北
の
か
た
魏
を
伐
つ
。
発
す
る
に
臨
み
、
上
疏(

じ
ょ
う
そ)

し
て
曰

く
「
今
、
天
下
参
分
し
、
益
州
疲
弊
せ
り
。
此
れ
危
急
存
亡
の
秋(

と
き)

な
り
。
宜
し
く
聖
聴
を
開
帳
す

べ
く
、
宜
し
く
忠
諌(

ち
ゅ
う
か
ん)

の
路
を
塞
ぐ
べ
か
ら
ず
。
宮
中
・
府
中
は
倶(

と
も)

に
一
体
た
り
。

臧
否(

ぞ
う
ひ)

を
陟
罰(

ち
ょ
く
ば
つ)

す
る
に
、
宜
し
く
異
同
あ
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
、
姦
を
作(

な)

し
、

科
を
犯
し
、
及
び
忠
善
の
者
有
ら
ば
、
宜
し
く
有
司
に
付
し
て
其
の
刑
賞
を
論
じ
、
以
て
平
明
の
治
を
昭

(

あ
き
ら)

か
に
す
べ
し
。
賢
臣
に
親
し
み
小
人
を
遠
ざ
く
る
は
、
此
れ
先
漢
の
興
隆
せ
し
所
以
な
り
。
小

人
に
親
し
み
賢
人
を
遠
ざ
く
る
は
、
此
れ
後
漢
の
傾
頽(

け
い
た
い)

せ
し
所
以
な
り
。
臣
、
本(

も
と)

布

衣(

ほ
い)

、
南
陽
に
躬
畊(

き
ゅ
う
こ
う)

し
、
性
命
を
乱
世
に
苟
全(

こ
う
ぜ
ん)

し
て
、
聞
達(

ぶ
ん
た

つ)

を
諸
侯
に
求
め
ず
。
先
帝
、
臣
が
卑
鄙(

ひ
ひ)

な
る
を
以
て
せ
ず
、
猥(

み
だ)

り
に
自
ら
枉
屈(

お
う

く
つ)

し
て
、臣
を
草
廬(

そ
う
ろ)

の
中
に
参
顧
し
、臣
に
諮(

と)

ふ
に
当
世
の
事
を
以
て
す
。
是
に
由(

よ)

り
て
感
激
し
、
先
帝
に
許
す
に
駆
馳(

く
ち)

を
以
て
す
。
先
帝
、
臣
の
謹
慎
な
る
を
知
り
、
崩
ず
る
に
臨

み
、
寄
す
る
に
大
事
を
以
て
せ
り
。
命
を
受
け
て
よ
り
以
来
、
夙
夜(

し
ゅ
く
や)

憂
懼(

ゆ
う
く)

し
、
付

託
の
效(

こ
う)

あ
ら
ず
し
て
、
以
て
先
帝
の
明
を
傷(

そ
こ
な)

は
ん
こ
と
を
恐
る
。
故
に
五
月
、
瀘(

ろ)

を
渡
り
、
深
く
不
毛
に
入
る
。
今
、
南
方
、
已
に
定
ま
り
、
兵
甲
、
已
に
足
る
。
当(

ま
さ)

に
参
軍
を
奨

率(

し
ょ
う
そ
つ)

し
て
、
北
の
か
た
中
原
を
定
む
べ
し
。
漢
室
を
興
復
し
、
旧
都
を
還(

か
へ)

さ
ん
こ
と

は
、
此
れ
臣
が
先
帝
に
報
い
て
陛
下
に
忠
な
る
所
以
の
職
分
な
り
」
と
。
遂
に
漢
中
に
屯
す
。
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【
女
衣
巾
幗
】
十
八
史
略

亮
数
挑
懿
戦
。
懿
不
出
。
乃
遣
以
巾
幗
婦
人
之
服
。
亮
使
者
至
懿
軍
。
懿
問
其
寝
食
及
事
煩
簡
、
而
不

及
戎
事
。
使
者
曰
、
諸
葛
公
夙
興
夜
寐
、
罰
二
十
以
上
皆
親
覧
。
所
噉
食
、
不
至
数
升
。
懿
告
人
曰
、
食

少
事
煩
、
其
能
久
乎
。

亮
、
数
〻
、
懿
に
戦
ひ
を
挑
む
。
懿
、
出
で
ず
。
乃
ち
遣(

お
く)

る
に
巾
幗(

き
ん
か
く)

婦
人
の
服
を

以
て
す
。
亮
の
使
者
、
懿
の
軍
に
至
る
。
懿
、
其
の
寝
食
及
び
事
の
煩
簡
を
問
ひ
て
、
戎
事(

じ
ゅ
う
じ)

に
及
ば
ず
。
使
者
曰
く
「
諸
葛
公
、
夙(

つ
と)

に
興(

お)

き
、
夜
に
寝(

い)

ね
、
罰
二
十
以
上
は
皆
、
親

(

み
ず
か)

ら
覧(

み)

る
。
噉
食(
た
ん
し
ょ
く)

す
る
所
は
数
升
に
至
ら
ず
」
と
。
懿
、
人
に
告
げ
て
曰
く

「
食
少
な
く
事
煩
は
し
、
其
れ
能(
よ)

く
久
し
か
ら
ん
や
」
と
。

【
死
せ
る
諸
葛
、
生
け
る
仲
達
を
走
ら
す
】
十
八
史
略

亮
病
篤
。
有
大
星
、
赤
而
芒
、
墜
亮
営
中
。
未
幾
亮
卒
。
長
吏
楊
儀
整
軍
還
。
百
姓
奔
告
懿
。
懿
追
之
。

姜
維
令
儀
反
旗
鳴
鼓
、
若
将
向
懿
。
懿
不
敢
逼
。
百
姓
為
之
諺
曰
、
死
諸
葛
、
走
生
仲
達
。
懿
笑
曰
、
吾

能
料
生
、
不
能
料
死
。
亮
嘗
推
演
兵
法
、
作
八
陣
図
。
至
是
懿
案
行
其
営
塁
、
歎
曰
、
天
下
奇
材
也
。

亮
、
病
ひ
篤(

あ
つ)

し
。
大
星
有
り
、
赤
く
し
て
芒
あ
り
、
亮
の
営
中
に
墜
つ
。
未
だ
幾(

い
く
ば
く)

な
ら
ず
し
て
亮
、
卒
す
。
長
吏
・
楊
儀
、
軍
を
整
へ
て
還
る
。
百
姓
、
奔(

は
し)

り
て
懿
に
告
ぐ
。
懿
、

之
を
追
ふ
。
姜
維(

き
ょ
う
い)

、
儀
を
し
て
旗
を
反(

か
へ)
し
鼓
を
鳴
ら
し
、
将(

ま
さ)

に
懿
に
向
か
は

ん
と
す
る
が
若(

ご
と)

く
せ
し
む
。
懿
、
敢
て
逼(

せ
ま)

ら
ず
。
百
姓
、
之
が
為
に
諺(

こ
と
わ
ざ)

し
て

曰
く
「
死
せ
る
諸
葛
、
生
け
る
仲
達
を
走
ら
す
」
と
。
懿
、
笑
ひ
て
曰
く
「
吾
、
能(

よ)

く
生
を
料(

は

か)

れ
ど
も
、
死
を
料
る
こ
と
能
は
ず
」
と
。
亮
、
嘗
て
兵
法
を
推
演
し
、
八
陣
の
図
を
作
る
。
是(

こ
こ)

に
至
り
て
、
懿
、
其
の
営
塁
を
案
行
し
、
歎
じ
て
曰
く
「
天
下
の
奇
材
な
り
」
と
。

【
泣
い
て
馬
謖
を
斬
る
】
十
八
史
略

亮
為
政
無
私
。
馬
謖
素
為
亮
所
知
。
及
敗
軍
流
涕
斬
之
、
而
卹
其
後
。
李
平
・
廖
立
、
皆
為
亮
所
廃
。

及
聞
亮
之
喪
、
皆
歎
息
流
涕
、
卒
至
発
病
死
。
史
称
、
亮
開
誠
心
、
布
公
道
。
刑
政
雖
峻
而
無
怨
者
。
真

識
治
之
良
材
。
而
謂
其
材
長
於
治
国
、
将
略
非
所
長
、
則
非
也
。
初
丞
相
亮
、
嘗
表
於
帝
曰
、
臣
成
都
有

桑
八
百
株
、
薄
田
十
五
頃
。
子
弟
衣
食
自
有
余
。
不
別
治
生
以
長
尺
寸
。
臣
死
之
日
、
不
使
内
有
余
帛
、

外
有
贏
財
、
以
負
陛
下
。
至
是
卒
。
如
其
言
。
諡
忠
武
。

亮
、
政
を
為
す
に
私(

わ
た
く
し)

無
し
。
馬
謖(

ば
し
ょ
く)

素
よ
り
亮
の
知
る
所
と
為
る
。
軍
を
敗(

や

ぶ)

る
に
及
び
、
涕(

な
み
だ)

を
流
し
て
之
を
斬
り
、
而(

し
か)

し
て
其
の
後
を
卹(

あ
は
れ)

む
。
李
平

・
廖
立(

り
ょ
う
り
つ)

、
皆
、
亮
の
廃
す
る
所
と
為
る
。
亮
の
喪(

そ
う)

を
聞
く
に
及
び
、
皆
、
歎
息
流

涕(

り
ゅ
う
て
い)

し
、
卒(

つ
ひ)

に
病
を
発
し
て
死
す
る
に
至
る
。
史
に
称
す
「
亮
、
誠
心
を
開
き
、
公

道
を
布(

し)

く
。
刑
政(

け
い
せ
い)

、
峻(

し
ゅ
ん)

な
り
と
雖
も
而
も
怨
む
者
無
し
。
真
に
治(

ち)

を
識

る
の
良
材
な
り
」
と
。
而
し
て
「
其
の
材
、
国
を
治
む
る
に
長
じ
て
、
将
略
は
長
ず
る
所
に
非
ず
」
と
謂

ふ
は
則
ち
非
な
り
。
初
め
丞
相
・
亮
、
嘗
て
帝
に
表
し
て
曰
く
「
臣
、
成
都
に
桑
八
百
株
、
薄
田
十
五
頃

(

け
い)

有
り
。
子
弟
の
衣
食
、
自(

お
の
ず
か)

ら
余
り
有
り
。
別
に
生
を
治
め
て
以
て
尺
寸(

せ
き
す
ん)

を
長
ぜ
ず
。
臣
死
す
る
の
日
、
内
に
余
帛(

よ
は
く)

有
り
、
外
に
贏
財(

え
い
ざ
い)

有
り
て
以
て
陛
下
に

負(

そ
む)

か
し
め
ず
」
と
。
是(

こ
こ)

に
至
り
て
卒(

し
ゅ
っ)

す
。
其
の
言
の
如
し
。
忠
武
と
諡(

お
く

り
な)

す
。

以
上


